
女性つながりサポート等事業 【大府市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １，０９７ 千円

交付金額 ７４０ 千円

事業番号 １

物価高騰を背景とした困難な問題を抱える女性は増加しており、
面接や、電話相談などの支援が求められている。
また、女性の居場所として「ココロとカラダのメンテナンス講座」

を実施しているが、若年女性の参加が少ないため、相談窓口に
つながるきっかけづくりを工夫する必要がある。

女性の悩みごと相談の拡充し、若年層の女性向けに相談ＰＲを行う。
不安や困難を抱える女性がセルフケアや自分を表現する方法など
を学びながらリフレッシュし、他の参加者と顔なじみになれる場を用
意する。
〇DV等相談窓口開設の維持

目標：休館日を除く毎日 実績：休館日を除く毎日
〇若年女性（10代～20代未婚者）の相談件数

目標：５件 実績：１人（170件）

既存の弁護士相談事業を拡充し、相談日を増やした。電話相
談は増加傾向のため、電話相談員養成講座を継続して実施した。
また、若年女性に周知を図るため、インスタグラムを開設し、相
談日や講座案内を配信した。
困難を抱える女性向けの居場所事業である、「ココロとカラダの

メンテナンス講座」は各回毎に参加できる形式とし、参加をきっか
けに相談につながるように相談員も参加している。

〇市内医療機関（精神科医紹介）
〇ウィメンズカウンセリング名古屋（相談員養成講師派遣）
〇NPO法人ミュー・ぷらんおおぶ（事業受託団体）
○市内高校、大学（パンフレット配布）

女性の悩みごと相談内容は、精神的な問題を抱え、生きづらいと感
じている方が増えている傾向にある。そのような相談に対応できるよ
う、「精神科医による病気の症状に合わせた相談対応」などの講座を
加えたことで、業務に活かすことができた。

相談から「ココロとカラダのメンテナンス講座」につながった件数：3件
「ココロとカラダのメンテナンス講座」から相談につながった件数：1件

若年層の参加者が増えるように、興味を引くような講座のネーミン
グにした結果、20代～30代の参加者が増加した。アンケートから託児
の需要があると分かったため、今後は託児サービスを設けるなどの
対応を検討する。



事業の概要

居場所サロン 相談窓口

相談員養成講座

相談から居場所へ
居場所から相談へ
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